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岡山県立博物館 テーマ展 

「奉納された刀
かたな

と剣
つるぎ

」を開催します！ 
 
 岡山県立博物館では、学芸員の調査研究成果を発表する場として、県民にとって魅力あるテ
ーマやメッセージ性のあるテーマを設定した展示を行っています。 
今回のテーマ展では、様々な背景のもと奉納された刀剣についてご紹介します。 

   
記 

 
１ 趣  旨   「奉納」とは、神仏のために品物を供えたり、踊りや武芸を披露したりす

ることです。祭礼行事の一環として取り組まれるほかに、個人の願いや感謝
の思いを伝える目的でも行われます。 

刀や剣などの武器を奉納する習慣も古くからあり、奈良時代に成立した
『日本書紀』にも、複数の場面で登場します。また刀剣は、祈願のため、あ
るいはご神宝や造営記念として、その多くが神社に奉納されてきました。 
今回のテーマ展では、県内各地の神社に伝わる品々と、備後一宮・吉備津

神社伝来の毛抜形太刀を展示し、様々な背景のもと奉納された刀剣につい
て、ご紹介します。 

 
２ 会  期  令和８年６月 13日（土）～７月 26日（日） 
 
３ 開館時間  午前９時～午後６時 
 
４ 休 館 日  月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌火曜日に休館） 
 
５ 会  場  岡山県立博物館 ２階展示室 
 
６ 入 館 料  大人２６０円、６５歳以上１３０円、高校生以下無料 
 
７ 主な展示資料 ＊◎は重要文化財、○は岡山県指定重要文化財  
    ○刀 銘 備前国長船住人横山上野大掾藤原祐定 

/奉寄進於當国一宮大明神者也 寛文六丙午年正月十九日 
 寛文６年（1666）   吉備津彦神社（岡山市）蔵 
○大太刀 銘 備前国岡山住逸見竹貫斎源義隆 廿六歳刳物同作 

         /明治二二辛未年冬十一月日 備中国甕江郷社於羽黒大神御前謹作之 
     明治４年（1871）   羽黒神社（倉敷市）蔵 

◎毛抜形太刀 銘 正光 
     南北朝時代（14世紀） 備後一宮・吉備津神社（広島県福山市）蔵 
 
８ 学芸員による展示解説（申込不要） 
        日時：６月 13日（土）、７月４日（土）、25日（土） 
           ※時間はいずれも午後２時～ 

 岡山県立博物館 

担 当 者 馬野・内池 

電話番号 
内線：5015 

直通：086-272-1178 



〒703-8257　岡山市北区後楽園１－５

TEL 086-272-1149（代表）　FAX 086-272-1150

https://www.pref.okayama.jp/site/kenhaku/

会場  　岡山県立博物館　2階展示室
開館時間  午前9時～午後6時
入館料 　大人 260円、65歳以上 130円
 　高校生以下無料
休館日 　6 月15 日（月）・22 日（月）・29 日（月）、
 　7 月6 日（月）・13 日（月）・21日（火）

学芸員による展示解説 
＊申込不要・各日午後2時～3時

6月13日（土）、7月4日（土）、7月25日（土）

学芸員による展示解説 
＊申込不要・各日午後2時～3時

6月13日（土）、7月4日（土）、7月25日（土）
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